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松家会長の挨拶 鈴木知事の来賓挨拶

第168回臨時代議員会を去る３月16日（日）午前

10時、Web会議［Zoomミーティング］併用にて当

会館の他、全道の代議員を結び開催した。

冒頭、井門議長の進行により、議事録署名人の指

名を行い、会長挨拶、来賓挨拶の後、議案審議に入っ

た。

議案第１号「裁定委員補欠選挙の件」および議案

第２号「日本医師会予備代議員補欠選挙の件」では、

前号掲載の選挙結果のとおり選出した。

議案第３号「令和６年度会費減免に関する件」で

は、令和６年度に申請のあった申請者の会費減免を

理事者提案のとおり承認した。

続いて、令和７年度事業計画、令和７年度予算の

報告を行った。

議案第４号「当面の医療政策に関する件」では、

荒木常任理事から詳細な説明があり、本代議員会の

名において決議文を作成したい旨の提案がなされ、

起草委員会に審議を付託することが了承された。

次に、代表質問ならびに一般質問を受け、理事者

からそれぞれ答弁を行った。

◇代表質問◇

１．近　祐次郎　代議員（中央ブロック）

「電子処方箋導入を含む医療DX推進に係る費用

負担について」

（答弁者：橋本常任理事）

◆令和７年度事業計画・予算を報告。

◆北海道医師会裁定委員補欠１名、日本医師会予備代議員補欠１名を選出。

◇総　務　部◇

会場の様子１ 会場の様子２
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２．森下　清文　代議員（道南ブロック）

「隔年改定ではもう持たない」

（答弁者：伊藤常任理事）

◇一般質問◇

１．百石　雅哉　代議員（札幌市）

「ベースアップ評価料および次回診療報酬改定に

ついての要望」

（答弁者：伊藤常任理事）

２．伊澤　　功　代議員（札幌市）

「診療報酬加算申請・オンライン申請の簡素化に

ついて」

（答弁者：橋本常任理事）

３．佐野　宏行　代議員（札幌市）

「不足するワクチンについて」

（答弁者：三戸常任理事）

４．石坂　　仁　代議員（函館市）

「新型コロナウイルス感染症５類移行後の感染性

廃棄物の取り扱いについて」

（答弁者：青木常任理事）

質問終了後、各ブロックの起草委員を議長から指

名し、別室およびZoom会議ブレイクアウトルーム

にて起草委員会を開催した。

その後、起草委員会で検討した決議案（別掲）を

採択した（この決議文は日本・都府県・郡市医師会、

政府閣僚、政党、国会・道議会議員、知事、道内自

治体首長、「日本の医療を守る道民協議会」構成団

体およびマスコミほか関係各方面に送付し、各項目

の実現に向けて要請した）。

最後に、松家会長より閉会の挨拶を行い、本代議

員会の全日程を終了した。

〈事業計画・予算関係、質疑応答等は、順次当会ホー

ムページに掲載予定〉

決決    議議  
 
 医医療療機機関関のの経経営営はは危危機機にに瀕瀕ししてていいるる。。燃燃料料価価格格やや材材料料費費等等のの価価格格がが高高騰騰しし、、ささららにに

職職員員のの処処遇遇改改善善がが求求めめらられれてていいるる中中、、診診療療報報酬酬はは抑抑制制さされれ、、医医療療機機関関のの経経営営状状況況はは一一

段段とと悪悪化化ししてていいるる。。処処遇遇改改善善ももままままななららずず、、医医療療福福祉祉業業界界のの給給与与はは 22002200 年年をを境境にに全全

産産業業平平均均をを下下回回りり、、医医療療機機関関のの人人材材確確保保はは益益々々困困難難ににななりり、、診診療療体体制制のの維維持持すすらら厳厳しし

いい状状況況ととななっってていいるる。。  

  政政界界にに目目をを転転じじるるとと、、国国民民のの信信頼頼をを失失いい衆衆議議院院でで過過半半数数割割れれととななっったた自自公公政政権権ののもも

ととでで国国会会運運営営はは混混迷迷しし、、国国民民がが真真にに必必要要ととししてていいるる社社会会保保障障にに関関すするる議議論論ははみみちちししるる

べべをを失失いい迷迷走走ししてていいるる。。ここののままままでではは、、国国民民のの健健康康ををもも危危機機ににささららすすここととににななりりかかねね

なないい。。  

  国国民民のの健健康康はは健健全全なな国国家家をを支支ええるる基基本本ででああるる。。社社会会保保障障にに必必要要なな財財源源ををししっっかかりりとと

確確保保しし、、国国民民がが安安心心ししてて生生活活ででききるる社社会会をを実実現現すするるここととをを求求めめるる。。  

医医師師のの働働きき方方改改革革のの施施行行かからら約約 11 年年がが経経過過しし、、ままたた、、今今後後はは新新ししいい地地域域医医療療構構想想やや

医医師師偏偏在在是是正正にに向向けけたた議議論論がが本本格格的的にに開開始始さされれるる。。本本道道のの地地域域医医療療をを確確実実にに守守っってていい

くくたためめににはは、、各各地地域域のの声声をを丁丁寧寧にに聴聴ききななががらら医医療療提提供供側側とと地地域域住住民民ががととももにに安安心心でできき

るる医医療療体体制制ををすすべべててのの関関係係者者がが協協力力しし合合っってて構構築築すするるここととがが重重要要ででああるる。。そそののたためめにに、、

我我々々医医師師はは一一致致団団結結ししてて全全力力をを尽尽くくすす決決意意ででああるる。。  

  そそのの実実現現ののたためめ、、以以下下のの事事項項をを強強くく要要望望すするる。。  

  

一一、、 世世界界にに誇誇るる国国民民皆皆保保険険をを堅堅持持すするるこことと。。  

一一、、 社社会会保保障障のの財財源源をを十十分分にに確確保保すするるこことと。。  

一一、、 控控除除対対象象外外消消費費税税問問題題のの抜抜本本的的解解決決をを行行ううこことと。。  

一一、、 医医師師のの働働きき方方改改革革はは、、医医師師のの健健康康とと地地域域医医療療ががととももにに守守らられれるるももののででああるるよようう、、

状状況況にに応応じじてて柔柔軟軟にに制制度度設設計計のの見見直直ししをを行行ううこことと。。  

一一、、 メメデディィカカルルウウイインンググ（（患患者者搬搬送送固固定定翼翼機機））のの運運用用ににああたたっっててはは、、社社会会的的ニニーーズズ

にに対対応応可可能能ななよよううにに十十分分なな支支援援をを行行ううこことと。。  

一一、、 災災害害発発生生時時やや新新興興・・再再興興感感染染症症のの流流行行時時はは、、適適切切なな医医療療提提供供体体制制がが維維持持ででききるる

よようう医医療療機機関関にに対対しし十十分分なな支支援援をを行行ううこことと。。  

一一、、 北北海海道道のの次次代代をを担担うう若若いい世世代代がが、、希希望望ををももっってて医医師師をを志志すすここととががででききるるよようう地地

域域医医療療体体制制とと医医師師ののキキャャリリアア形形成成をを充充実実ささせせるるこことと。。  

一一、、 医医療療 DDXX のの推推進進ににおおいいててはは、、利利便便性性やや効効率率のの追追求求ののみみななららずず医医療療提提供供者者とと患患者者

のの双双方方にに不不利利益益やや過過度度のの負負担担がが生生じじなないいよようう、、十十分分にに配配慮慮すするるこことと。。  
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